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こんな時どうしたら良いのでしょうか?!
　子育て支援センターでの光景ですが、ひとしきり遊び、
帰る時間になったとたんに掌を返したように大泣きして、
玄関先で突っ伏してしまう子、その子を抱き寄せるでも
なく、ただ傍で見ているだけのお母さんの姿。明らかに
どうしたら良いのか困り果てている様子が見てとれます。
声をかけると「帰るのを嫌がって泣いていて。こんな時、
どうしたら良いのでしょうか?!」と、尋ねられます。本
来、自分で考えて行動して良いことが、雑多の情報に翻
弄され、人からどう思われるか、どんなふうに見られる
かなどを気にしてしまって、自分で決められない、どう
したら良いのかわからないといった、子育て全般に自信
が持てないお母さんが増えているように感じていました。
その時、私は、すべてのお母さんが、自分自身の子育て
に自信を持って取り組んでいって欲しいと思いました。

子育て支援にかかわるようになった経緯
　私は富山県富山市に住む吉川夕佳と言います。
　保育士養成の学校を卒業して、未満時専門の保育園で
保育士として11年間働いていましたが、次女が生まれ、
長女が小学校へ入学するタイミングで保育園を辞めまし
た。その後、保育関係からは離れていたのですが、子ど
もに関わることは続けて行きたいと思い、「子ども劇
場」に入会したり、地域活動（児童クラブ）に関わって
いました。
　1998年に声をかけて頂き、文部省（現在の文科省）
の子育て支援委託事業として富山市の公立幼稚園で親子
サークルの指導員として、２年間携わりました。それが、
子育て支援との関わりの始まりでした。この頃に、「地
域から生まれる支えあいの子育て―ふらっと子連れで
Drop‐in」という、小出まみさんの本との出会いがあ
り、ノーバディーズ・パーフェクト（NP）のことを知
りました。
　また、同時期に子どもへの暴力防止プログラム(CAP)
での活動も始めました。CAPを始めたきっかけは、公立
保育所でパート職員として働いていた際に、家庭環境が
気になる子どもがおり、周りにいるおとなとして、どの
ようなかかわりができるかを知りたいと思ったことでし
た。ちょうど、虐待防止法の施行間近で、通告の義務に
ついて新聞などでも取り上げられていた時期でした。
　2008年度より民間保育園に併設の子育て支援センタ
ーで勤務し始めた際に、NPの資格を取り、職場で年１
～２回開催していました。小さなセンターでしたので、
利用者も平均して、１日20名程で、月に500件ほどの
相談も受けていたように記憶しています。

　BP1プログラム（BP1）は2013年にファシリテータ
ー養成講座を受講し、受講後２か月目に開催しました。
　こちらのセンターで勤めているときに、2009年開催
の「子どもの権利条約フォーラム2009inとやま」の実
行委員として関り、その後、有志で立ち上げた、子ども
の権利条約の普及・啓発や市町村への子ども条例の制定
促進の活動を行う、「とやま子どもの権利条約ネット」
のメンバーとして、現在も活動しています。昨年は、２
回目の開催となる「子どもの権利条約フォーラム
2020in南砺」を開催しました。
　そして、この時期、様々なご縁が繋がり、2011年の
東日本大震災後、東北エイドという団体メンバーとして、
支援物資をもって、被災地の石巻へ10回程行き、現在
も、３月11日には、イベントに参加しています。
　子育て支援センターでは、主に0～２歳の子どもを持
つお母さんと関わるようになり、子どもが幸せに過ごす
ためには、お母さんへの支援が重要と感じるようになっ
ていきました。

根本的な問題解決のために
　子育て支援で大切な事は、一問一答でアドバイスする
だけではないと思っています。細かなことは、いろいろ
あるとは思うのですが、お母さんの話を聴き寄り添うこ
と、お母さん自身を認め、安心してもらえる場を作って
いくことと考えています。
　子育てを１人で担っていくのはとても大変。助けを求
められる環境が身近にあることが必要と思います。
　社会の環境が変わってきたことも関係しているとは思
いますが、子育て支援センターには、月齢の低い、１～
２か月の赤ちゃんを持つお母さんの来訪が増えました。
こういったところにも、子育て家庭の孤立化が大きく関
わっていると感じていました。
　お母さん方との出会いから、私自身のことも思い出し
たことがありました。記憶に蓋をして子育ては楽しいも
のと思い込もうとしていたことに気づきました。初めて
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の子育ての際に、
気軽に相談する人
もいなくて、保育
士をしていてもわ
からないことばか
りでした。
　虐待の件数は県
内でも過去10年
間で４倍になって
います。BPは同じような月齢の赤ちゃんを持った、初
めての子育てと向き合っている人たちと出会え、安心で
きる場をお母さんに提供できるプログラムです。育児不
安を抱えた親同士が話し合いを通し、自分にも子育てに
も自信をつけられるよう学び合えるので、子育て支援セ
ンターでの実施は、とても適していると思い2013年に
養成講座を受講しました。
　富山県での子育て支援の状況は、公立、私立の保育園
や幼稚園が実施している親子サークル、行政が公設公営
で実施している施設の他、自主的に運営されているサー
クル等、登録されているグループだけで約130余りあり
ます。ですが、サークル同士の繋がりはなく、それぞれ
単独で運営されているといえます。そして、残念なこと
に、内容はイベント参加型の気分転換やリフレッシュを
目的としているものが多いことです。もちろん、そのこ
とも大切な目的の一つですが、それだけでは根本的な問
題解決には至らず、仲間による仲間の支援、体験を共有
しともに考えることができるグループづくりが必要と感
じています。何かあった時に「小さい時から知っている
仲間」の存在が欠かせず、仲間の一人となって親子を支
えていく人の存在が大切です。BP１プログラム
（BP1）は、参加者が自分たちでネットワークを作り、
相互にアドバイスやサポートをしあう関係を築き、その
スキルをいろいろ活用することが可能です。初めてお母
さんになった全ての方に、受けてもらいたいプログラム
と思っています。

対面BP1が開催できず…
　私は、2015年から、定期的に年２回、BP1を実施し
てきました。2020年よりコロナ感染症が蔓延したこと
で、２年間開催できずにいましたが、来年度は、予算を
取って頂けました。依頼先の「立山子育て支援センタ
ー」は、BP1の大切さを理解してくださり、町の保健セ
ンターの保健師さんへ積極的に働きかけて頂いており、
開催時期の1か月児訪問の際や健診の際に、参加チラシ
の配布の協力を得ています。施設と行政機関が良好な関
係をつくれるのは、BP1に参加されたお母さん方だけで
なく、地域のお母さん方にとっても良いことと感じてい
ます。
　２年間、対面のBP1が実施できなくなった間、勤め先、
所属しているNPO法人やその他の団体でもテレワークや
オンライン会議が主流となっていて、オンラインでBP
１ができないものかと考えていたところに、オンライン

BP1プログラム（OL-BP1）のファシリテーター養成講
座が開催されることを知り、第３回を受講しました。
　受講してみて、対面でなくてもなんら遜色なく、お母
さんに十分楽しく受けてもらえると実感しました。
　対面は、身近で他のお母さんがと赤ちゃんの様子が見
られ、その様子を見ていることで、成長の様子を知るこ
とや、自然に声掛けし話す切っ掛けができることなどの
良い点がありますが、オンラインでも、ルーム機能を使
うことで、親密に話をすることができることも体験でき
ました。何より、いつも過ごしている空間で受講できる
安心感があります。
　２日目に体験した、指定箇所の模擬セッションでは、
待機室で皆さんを待たせたことで慌ててしまい、受入れ
が丁寧にできなかったことや、日頃よりZoomを使って
いたため「ミュート」「ルーム」などの名称をそのまま
使っていました。振り返りの際に、まとめて許可を出さ
ず順番にすること、Zoomの機能の名称であっても、分
かりやすい言葉に置き換えることなどのアドバイスを頂
きました。自分を基準にせず、初めて使う人の事を考え
て使用することは、大事なことと理解しました。
　そして、他の方のファシリテーションを体験した際に
は、それぞれの方の持ち味が出ていて、自分がファシリ
をする際に参考にさせてもらおうと思いました。模擬セ
ッションの体験は、養成講座ならではなので、頂いたア
ドバイスは、プレゼントとして、OL-BP1を実施する際
に忘れず生かしていこうと考えています。

他市にも働きかけて
　現在、出生率は低下しているとは言え、コロナ禍であ
っても、毎日、赤ちゃんは生まれています。出かける先
も限られ、不便が多い中、悩みながら育児をされている
お母さんがいる。それは、コロナ禍前と変わらないし、
むしろ、以前よりも、困難感が増しているであろう中で、
お母さんになられた方にBP1を届けたいという思いを強
くしています。
　ＢＰに出会ってからの今日までの８年間、長いようで
アッと言う間だったように感じています。それでも、そ
の中で、たくさんのことができました。これまでたくさ
んのご縁を得て様々な方と繋がることができました。
　今、富山県南砺市では、子どもが住みたい街づくりを
コンセプトに施策が行われ、子ども条例の策定がなされ
ています。この事がきっかけで、子育て支援の輪もつく
られました。子育て支援の団体も立ち上がりました。こ
の機会、このタイミングで、南砺市でBP1やOL-BP1が
開催できないかと考え、協力を頂きながら南砺市役所子
ども課へ企画書を提出し、来年度の予算請求にあげても
らっています。回数はわからないものの、実施が見通せ
そうです。それと同時に、BP1やOL-BP１を、自分で実
践していくだけではなく、実践していく人を増やしてい
くような働きがけも行っていけたらと考えています。今
後も、自分にできることを、できる限り行っていきたい
と思っています。

立山子育て支援センター
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